
平成24年2月改定



施設内の
傷害事故

機械の安全装置が正常に作動しなか
ったため指をはさまれ重度高遺障害
が発生した。
（法的賠償義務を問いません。）



施設内でケガをされた方へのお見舞金

※１被災者につき、死亡30万
円限度、入院10万円限度、
通院５万円限度の傷害見舞
費用をお支払いします。後
遺障害の場合は、身体障害
の程度に応じて１被災者に
つき30万円を限度にお支払
いします。食中毒発生時も
補償の対象となります。

保険契約締結時に把握可能な最近
の会計年度（１年間）の売上高を確認
いただくだけで保険料を算出する
ことができます。

（P4～5をご参照ください。）

身体賠償事故の発生時のみ



注 自己負担額の詳細については、P6「商賠繁盛（製造業）の主な補償内容」もご参照ください。





〈注〉生産物特約条項で補償の対象となる身体賠償事故または財物賠償事故が発生し、完成品メーカーや販売店などから回収費用
を求償された場合、被保険者以外の第三者が負担した回収費用については、生産物特約の補償対象となります。
（被保険者が負担した回収費用は下記の生産物回収費用にて補償します。ただし、身体賠償事故が発生した場合にかぎります。）

※財物賠償事故のみの場合は、補償の対象となりません。
※回収費用については、被保険者が負担したものだけが補償対象となります。被保険者以外（例：完成品メーカーなど）が負担した回収費
用を被保険者に対して求償した場合は、上記の生産物特約にて補償します。

※ケガには、身体の外部から有毒ガスもしくは有毒分質を偶然かつ一時に吸入、吸収または摂取した場合に生じる中毒症状（注２）
を含みます。

（注１）後遺障害の程度、入院日数、通院日数等により、この限度額が小さくなることがあります。
（注２）中毒症状　細菌性中毒およびウイルス性中毒を含み、有毒ガスもしくは有毒物質を継続的に吸入、吸収または摂取した結果

生じる中毒症状を含みません。

施設内でケガをした方へのお見舞金
（傷害見舞費用担保追加条項）

施設内において、第三者が急激、偶然かつ外来の事故によりケガをした場合の見舞費用を補
償します。法的賠償義務の有無にかかわらず保険金をお支払いします。損害賠償保険金が支
払われる場合、傷害見舞費用保険金は損害賠償保険金に充当されます。
この補償の保険金額は、1被災者につき、死亡・後遺障害30万円、入院10万円、通院5万円が
限度（注１）となります。

傷害見舞費用担保追加条項による保険金をお支払いできない主な事故

（自己負担額はありません。）
製造または販売した製品・商品や仕事の結果に起因して、第三者に身体障害または財物損壊が発
生し、被保険者が法律上の賠償責任を負担することによって被る損害を補償します。保険金額は
３億円、２億円、１億円、5,000万円の中からお選びいただけます。（自己負担額はありません。）

（自己負担額はありません。）

（自己負担額はありません。）

据付工事に起因して、第三者に身体障害または財物損壊が発生し、被保険者が法律上の賠償責任を負担することによって
被る損害を補償します。この補償の保険金額は、上記の“すべてのご契約にセットされる補償”の「施設・昇降機の所有・使
用または管理に起因する賠償責任」と同額です。（自己負担額はありません。）

（自己負担額はありません。）

（自己負担額はありません。）

（自己負担額はありません。）



下記窓口へご連絡ください。

【窓口：事故サポートデスク】

：
：



損保ジャパンは、保険業法に基づく金融庁長官の指定を受けた指定紛争解決機関で
ある（社）日本損害保険協会と手続実施基本契約を締結しています。損保ジャパンとの
間で問題を解決できない場合は、（社）日本損害保険協会に解決の申し立てを行うこ
とができます。

【窓口：（社）日本損害保険協会「そんぽADRセンター」】
　　　0570-022808
　　　〈受付時間〉
　　　平日　　：午前９時15分～午後５時

〈インターネットホームページアドレス〉http://www.sonpo.or.jp/

：
：

保険会社との間で問題を解決できない場合（指定紛争解決機関）
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